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台風１８号における大滝ダム、猿谷ダムの洪水対応 
 

  
概     要 

 
 
 
 
 
 

台風１８号による洪水に対し、大滝ダムは防災操作を実

施しました。 
 

●大滝ダムによる効果 
  ・ダムで約２，３００万ｍ３の洪水を貯留しました。 

  ・ダムから下流に流す量を最大毎秒約１，０００ｍ３低減

しました。 

・下流の五條地点では、紀の川の水位を約１．１ｍ低下さ

せる効果があったと推定され、大滝ダムの防災操作によ

り、はん濫危険水位を下回ることができたと考えられま

す。 

 

 猿谷ダムは、平成２４年に定めた試行運用により、事前

に確保した空き容量を活用し、ダム流下量を低減しまし

た。 
 

●猿谷ダムによる効果 
  ・ダムから下流に流す量を毎秒約５０ｍ３低減し、風屋ダ

ム（電源開発（株））への総流入量を約７００万ｍ３低

減しました。 
 
※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能

性があります。 

  

取  扱  い － 

  
 

配布場所 
 

近畿建設記者クラブ       和歌山県地方新聞記者クラブ 

大手前記者クラブ        和歌山県政放送記者クラブ 

奈良県政・経済記者クラブ    五條市政記者クラブ 

和歌山県政記者クラブ 

  
問 合 せ 先 

 
 

 

国土交通省近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 副所長 林 和彦 

               防災情報課長 早田 順英 

            電話 ０７４７－２５－３０１３ 
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ダム整備が効果を発揮（奈良県 大滝ダム）
おお たき

大滝ダムの防災操作図

流入量 最大約２，２００ m3/s

ダム流下量 最大約１，２００ m3/s

位置図

ダムから下流に流す量
を最大約１，０００m3/s低減

ダムで約２３００万m3を貯留
（東京ドーム約１８杯分）

○台風１８号により、紀の川水系大滝ダム上流域において、９月１４日から１６日に
かけて、流域平均の総雨量が５９３mm、時間最大雨量が８６mm（大台ヶ原雨量観
測所）となり、ダムへの流入量がダム管理開始以降最大となる約２,２００m3/sに達し
ました。
○大滝ダムでは、約２，３００万m3の洪水を貯留し、ダム下流の五條地点（五條市
新町付近）では、紀の川の水位を約１．１m低下させる効果があったと推定され、大
滝ダムの防災操作により、はん濫危険水位を下回ることができたと考えられます。
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五條地点（大滝ダムより下流４０km地点）における紀の川の水位低下効果

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

大滝ダムの防災操作により、
はん濫危険水位を下回ることができた
と考えられます。
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右岸

▼今回の出水の最高水位 ７．７m

▼ ダムで河川の水量を調節しなかった場合の水位 約８．８m
▽はん濫危険水位 ８．１m

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

水位を約１．１m低下させる効果があったと推定

左岸

大台ヶ原雨量観測所
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台風１８号における猿谷ダムのゲート操作
さる たに

※猿谷ダムの試行運用とは位置図

○台風１８号により、新宮川水系猿谷ダム上流域において、９月１４日から１６
日まで、流域平均の総雨量が３６１mm、時間最大雨量が５９mm（天辻雨量観
測所）となり、ダムへの流入量が約１，４００m3/s を記録しました。
○猿谷ダムでは、平成２４年に定めた試行運用※に基づき、あらかじめ確保し
た空き容量を活用することによって、ダムから下流に流す量を約５０m3/s低減
し、風屋ダム（電源開発（株））への総流入量を約７００万m3低減をしました。

てん つじ

洪水貯留機能を有していない猿谷ダムにおいて、９月
１日から１０月３１日の間、流入量が１，０００m3/sを超え
る洪水が予想される場合に、標高４２６mを目標に事前
にダムの貯水位を下げることにより、空き容量を確保し、
洪水時の放流量を低減します。
９月１日から９月１５日は標高４２６mの貯水位運用を
行うこととしています。

試行運用開始

▼ 平常時最高水位

貯水位
（T.P.m）

台風１８号により標高４３４mに到達
１６時間で約８mの水位上昇

猿谷ダム

風屋ダム

台風１８号での猿谷ダムの操作

天辻雨量観測所
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※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

流入量 最大約１，４００m3/s

ゲート操作開始
１５時４０分
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試行運用により
あらかじめ確保できる容量

約９００万m3
９月１日に貯水位
を標高４２６mとな
るよう低下させた
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ダムで約７００万m3を貯留
（東京ドーム約６杯分）

ダム流下量 最大約１，３５０m3/s

ダムから下流に流す量を
約５０m3/s低減

降雨による出水あり

ダム流下量
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